
課題解決型イノベーションが生まれる過程
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イノベーションの場

知の統合
人のネットワーク

研究拠点ネットワーク

ファンドの連携

産学官金連携

知財・標準化

規制・規制緩和

市場創造
雇用創出
産業競争力
生活の質の向上
社会の安心・安全
社会経済の持続性
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国家戦略を担う研究開発法人による成果の最大化に向けた取組が重要

イノベーション人材: 人材育成、頭脳循環

多様な関与者：市民、NPO、政治、省庁、産業界、金融、大学、メディア、他とのコミュニケーション

科学技術情報の流通

社会的課題

ビジョン
政策
戦略

知識創造・蓄積

研究領域の設定と研究総括の選任

バーチャルネットワーク型研究所
～ファンディングをツールとした研究開発法人のあり方～

7

ＪＳＴでは、ファンディングをツールとした「バーチャル・ネットワーク型研究

所」経営により国内外のリソースを結集した最強の研究開発チームを機

動的に組織し、成果の最大化を図っている。

独法大学 企業

研究総括（＝研究所長）
・研究課題の採択
・研究のマネジメント、評価
・研究資金の配分

目利きとしてミッション達成に最適と判断する研究者等を
組織や国・地域の枠を越えて横串的に選抜

時限付きの研究室とそのネットワークを最適な体制で形成

JST

バーチャル・ネットワーク型研究所の特徴

○社会・産業ニーズや新たなシーズの出
現に合わせ、迅速に構築

○研究総括が研究のマネジメントを実施
→ミッション達成に向けた強力な推進
体制を構築、JSTスタッフによる支援

○大学、独法、企業等の優秀な研究者が、
組織・地域・分野の枠を越えて参加する
ことが可能

戦略目標

（ＪＳＴ戦略的創造研究推進事業の事例）

科学技術情報流通 人材育成 科学コミュニケーション
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